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秋 永 一 枝
1ア クセ ン ト(accent)に つ い て
現在アクセン トということばは・いろいろの意味に使われています。新
聞をちょっと見て も 「ワンピースの胸元にブ ローチな どでアクセン トをつ




トをつけて……」 という時は,「話の内容に起伏 をもたせて」 とか,「 話の
重要な部分をきわだたせて」 とかい うような意味で使われるよ うです。ま




どでアクセン トの勉強をされ,放 送でアクセン トをまちがえるごとに十円
ずつ罰金をはらったそ うです。それから5年 後 「私には外国語のようであ





「個 々の語について定まっている高低関係」 という意味で森 さんが書かれ
一51一
た のか,い わ ゆ る 「こ とば の調 子」 とい う意 味 で 書 か れ た の か で す 。お そ
ら く,前 者 を少 々含 め た後 者 の 意 味 で は な い で し ょ うか 。 全 国 の ア クセ ン
トを一 語 一 語 使 い こな せ る よ うに な るな ど,神 業 に も近 い こ とで す か ら…
・・それ ほ ど 目本 語 の ア ク セ ン トは,地 方 に よ って 違 っ てい ます 。 とい って
も,英 語 や ドイ ツ語 の よ うな強 弱 ア クセ ン トの地 方 が あ る とい うわ けで は
あ りませ ん 。 日本 語 の ア クセ ン トが 地 方 に よ って 大 変 異 な る とい って も,
単 語 につ い て きま って い るの は,ど こ を高 く ど こ を低 く発 音 す る か とい う
高 低 の きま りで す 。 た だ し 日常 会話 で は ・ 重 要 な 部 分 を強 め た りす る こ と
も あ りま す が,そ れ は,そ の 時 々に 臨時 に加 わ る もの で,ふ つ う 「プ ロ ミ
ネ ンス」(prominence〉 と よん でい ます 。
さ てそ の 「日本 語 の ア ク セ ン ト」 とい う時 の標 準 的 な使 いか た一 「個 々
の語 につ いて 定 ま っ て い る高 低 関係 」一 で す が,「 名詞 の型 一 覧表 」 を ご ら
ん くだ さい 。(以下,表 は す べ て 「明解 目本 語 ア クセ ン ト辞 典 」 よ り転載)
た とえ ば東 京 方言 で,「 鳥 」 は トを低 く,リ を高 く,次 に助 詞 の 「が 」な
どが くれ ば高 く平 らに 続 け て発 音 します 。 で す か ら 「トリ(力 。)Jの線 の あ
はし
る部 分 は高 く,線 の ない 部 分 は 低 く発 音 す るわ けで す 。 「牛,柿,口,端,
さかな
水,飴,風,庭,鼻 」 や,三 拍 語 の 「桜 ・ 魚 」・ 四拍 語 の 「友 だ ち ・大 学 」 な
ども こ の グル ー プ で,こ れ らの型 を 「平 板 型 」 とよ ん で い ます 。
とこ ろ が,「 花Jは,ハ を低 く,ナ を高 く発音 す る と ころ ま で は 同 じです
つ
が,「 ハ ナ(力 。)Jの よ うに 助詞 の 「が」 な どが 低 く さが って つ き ます 。r
の部 分 は 一 と 同 じ く高 く発 音 す る部 分 で す が,次 が 低 い こ と をあ らわ し
ます 。r花,色,山,足,犬,髪,川,旗 ・ 紙 ・ 弦 ・ 橋,冬 」 や ・ 三 拍 語 の
「男
,女 」 四拍 語 の 「妹,弟 」 な ど も この グル ー プで,起 伏 式 の うち,「尾 高
型」 とよ ん でい ます 。
次 に,「 心 」 は 二 拍 め の コだ け を,「 湖 」 は ズ と ウ を,高 く,そ の ほか
は低 く発 音 す る グル ープ で 「中高 型」 と よん で い ま す 。
最 後 に 「頭 高 型 」 と よば れ る グル ー プ で す が,こ れ は,は じめ の 第 一拍





しか し,ア クセントな ど分 らな くとも・い くらでも話は通 じるじゃない
か,と い う方もおいでで しょう。それでは,ア クセ ントはどんな役 目を果
すか,そ れに触れてみます。
目本語には同音異義語が多く,そ の場合,単 語でアクセン トが異なれば,
語の 「意義のちがい」を区別するのに便利だとい うことが一つあります。
　　て 　 　コ つ 　　 ロ 　 　て
　 　
ツル(鶴)と ツル(弦),カ メ(亀)と カ メ(甕),カ キ(牡 蠣)と カ キ(柿),ヒ ニ
　 　つ
ア タ レ(日 〉とヒニ ア タ レ(火)等 々,前 後 関 係 が な くと も聞 き わ け る こ とが
で き ます 。 私 の友 人 で一 型 ア クセ ン トの人 が い ま す が,時 々話 が 食 い ち が
い ます 。 この 問大 事 そ うに紙 袋 を か か え て い た の で,「な あ に}」 とい うと,
う
「タ ビだ よ」 とい うの で す
。 う っか り 「白足 袋 で もは くの 」 とい う と,さ に
つ
あ らず,雑 誌 の タ ビ(旅)で した 。 これ で相 手 が 京 阪 ア ク セ ン トの 人 で す と,
つ 　つ ヨ
足袋はタビィ,タ ビカ。,旅は タビとなるので 私にも さっしがつ くのです
が一 一一型式は別 として,東 京式にしろ京阪式にしろ,ア クセン トは語の
意義を区別するのに便利だということが言えます。もっとも漢語のように
同音意義語が多いものは 区別などできな くなります。たとえば 「しせい」
という語は広辞苑でひくと25語 もあるのですから。
もう一つ,ア クセントは,語 と語の切れめを示す働 きがあ ります。東京
アクセン トでは,高 く発音される部分は一語のうち一か所にかたまってい
ますか ら,一 語のうちに高い箇所が二か所以上出て来ることは原則として
ありません。これは 「この語が一語であるとか,二 語であるとかい うこと
を示す」 ものです。ただし 「竜宮の乙姫の元結の切 りはず し」(植物名)な
どという長い名詞は途中で切れますか ら,例 外にな ります。また東京 アク
セン トでは,語 の第一拍 と第二拍は高 さが異なるとい う原則があ ります.
それは 「ここが語のはじまりだ」 とい うことをあらわします。スモモモモ
モモモモノウチのように,語 と語の切れめに間をおかなくてもアクセ ント
で語の切れめがわかるわけです。 「名詞の型一覧表」をごらんくださって








多 少 ア クセ ン トの ゆ れ が あ ります 。 た とえ ば エ ー カ。とエ=男 。(映画),力
　 ヨ 　　　　　 ヨ
ミナ リとカミナ リとカミナ リ,ア 力 トンボとア力 トンボのようにです。ア
クセン ト辞典には 二通 り三通りの アクセン トを注記することが可能です
が・・教科書ではそ うもいきません。その上,教 師の言語形成期が東京以外
の場合は,教 科書通 りに発音するには相当の注意 と勉強が必要です。そこ
で,ア クセン ト注記の教科書を使 ってもアクセントを無視 して教授 される
ことが多いのではないかと思われます。ですから,ア クセント注記の問題
は,そ の学校な り教師な りの教育方針によってきまるわけです。私などは
せめて教師用 ぐらいには注記したらと思 うのですが我田引水で しょうか。
IIガ 行 鼻 音
次 に,ガ 行 鼻 音 につ い て か んた ん にふ れ て お き ます 。 「ガ行 鼻 音 」 の地
図 を ご らん くだ さい 。語 中語 尾 の ガ行 音 は,地 方 に よ りガ ギ グ ゲ ゴ と濁 音
で 発 音 され た り(破 裂 音[gl),カ 。キ。ク。ケ。コ 。と鼻 濁 音 で 発 音 され た り(鼻
音 回),ン ガ,ン ギ,ン グ,ン ゲ,ン ゴ とい うふ うに[glの 前 に軽 い 鼻 音 が
は い った りさま ざま で す 。東 京 な どは ガ行 音 と カ。行 音 の 混 合 地 帯 で,特 に
ヨ
若い層では,ダ イガクガ,カ ギガというふ うにすべてガギグゲゴで発音す
る傾向がふえています。










ケ。コ。のところをガ行音で発音 したのでいやなかん じが したJと い うよう
な国文学者と国語学者の投書が新聞にのりました。ところが,何 か月かす
ると 「妃殿下はすっか りカ。行音を マスターしておいでだった。 さすがに




た とえば 次 の よ うな 法 則 が あ りま す 。
重)語 頭 の ガ行 音 は 鼻 音 化 しな い 。
ガ ッ コー(学 校),ギ ン コー(銀 行),グ ア イ(工 合),ゲ タ(下 駄),
ヨ
ゴハ ン(御 飯)
(ただ し,助 詞 「がJ「 ぐらい 」,助 動 詞 「ご と し」 な どは 鼻音 化す
る。)
2)① 語 中 ・語 尾 の ガ行 音 は鼻 音 化 す るの を原則 とす る.
　　 コ 　　コ
ガ ッ コー カ。,カ キ。(鍵),ウ ク。イ ス(鶯),オ ミヤ ケo,ニ ホ ン コ。
(日本 語)
② た だ し,次 の よ うな場 合 は鼻 音 化 しな い 。
(a)擬 声 ・擬 態 語 そ の他 同音 の く り返 し
ヨ つ 　　ヨ 　　 　 　　マ
ガ ラ ガ ラ,ギ ラ ギ ラ,グ ズ ケ ズ,ゲ ラ ゲ ラ,ゴ ロゴ ロ
(b)数 詞 の五　　　つ ニ
ジューゴ(十五),ゴ ヒャクゴジューゴ(五 百五十五)
ただし,数 詞 としての意義がうすれた熟語は鼻音化する・ヨ
シチ コ。チ ョー(七 五 調),シ コ。ニ ジ ュー(四 五 二 十),
ジ ュー:コ。ヤ(十 五 夜),キ ク コ。ロー(菊 五郎)
(C)軽 い 接頭 辞 の 次 に くる 場 合 ヨ ヨ







コー トー ガ ッ コー(高 等 学 校),ニ ホ ン コ。ガ ッコ ー(日 本 語
学 校)
た だ し・ 複 合 の どあ い の 強 い もの は 鼻音 化 す る 。　　　　て ワ
シ ョー カ。ッ コー(小 学校),チ ュー カ。ッコ ー(中 学校)
な お,後 部 が 力行音 で は じま る複 合 語 で,連 濁 す る もの は鼻
音 化 す る。
ワ ヨ
ス ミダ カ 。ワ(隅 田川),ウ ス ク。ラ イ(薄 暗 い),コ トコ。卜
(事事)
(e)外 来 語 もほ ぼ1),2〉 の ① の法 則 に準 じるが,古 く入 っ た
語(オ ル カ。ン,イ キ。リス)や,原 音 がす で に鼻 音 の もの(ス　　　　つ ヨ
プ リンク。,キンク。)以外は 特に 注意して改める必要もない
　　　　ユ ヤ
ように思う。エゴイス トでもエコ。イス トでもよいと,思う。
ただし,後 部が外来語のガ行音では じまる複合語は原則 とし
て鼻音化 しない。
　 　 　ヨ 　 　 　　 　 　　 　 　む
マ ドガ ラス,プ ロパ ンガ ス,ケ シ ゴ ム




に,東 京をは じめ多くの地方では,キ,ク,シ,ス,チ,ツ,ヒ,フ,ヒ 。,プ,
シュなどの音は,場 合によって口構えだけで母音が発音されないことがあ
ります。これ を 「母音の無声化」 とよんでいます。これは,一 拍ずつてい
ねいにゆっくり発音 した時にはおきませんが,自 然の発音ではふつ うにみ
られる現象です。ただし,一 口に無声化の多い地方 といっても,東 京 と九
州では無声化の度合も傾向も非常に異なるように,地 方地方によっていろ
いろのあらわれ方をしています。東京方言では,こ れが軽快な感 じを与え





1,}な どあ ります が,こ こで は 細 字 で 示 して お き ます 。
1)① キ,久 シ,ス,チ,ツ,ヒ,フ,ピ,プ,シ ュ等 の 音 が,カ ,サ,タ,
ハ ・ パ行 の直 前(促 音 をへ だて た と き も同 じ)に き た場 合,母 音 が 無
声 化 す る 。
つ 　　　　つ つ ヨ
キ ク(菊),ス ク ナ イ(少 な い),ツ クル(作 る),ヒ トリ(一 人),
り 　　　
フ カィ(深 い),ピ ク ピク,ゲ シ ュク(下 宿),キ 了 ヲ(切 符),で
チットモ




(b)た だし,無 声化する拍が続くとき,発 音の不明確 さを避ける
ため,無 声化の度合の弱い方を無声化 しない場合がある。ニ 　
シ キ フク(式 服),キ キ ツ ケル(聞 き付 け る),ス ス キ(薄)
2)キ,ク,シ,ス,チ,ツ,ヒ,フ,ヒ 。,プ,シ ュ 等 の 音 が,息 の段 落 の
直 前 に き て,し か もア クセ ン トの 関係 で低 く発 音 され る揚 合,無 声
化 す る。 た だ し,次 に カ,サ,タ,ハ,パ 行 以 外 の拍 が 続 く と無 声
化 しな くな る 。
つ 　 　コ 　　コ 　　ヨ 　　 し 　　　
ソー デ ス,ク ロ シ,カ ラ ス,ソ ー デ ス カ。,カ ラ ス ト,カ ラス カ。
なお,母 音 の 無 声 化 と ア ク セ ン トとは 関 係 がふ か く,無 声化 す る た め に
ア クセ ン トの 高 さの 山 が ず れ る こ とが あ りま す 。 で す か ら,東 京 式 ア ク セ
ン トの 地 方 で も無 声 化 の 多 い 地 方 と少 な い地 方 とで は 同 じ語 の ア ク セ ン ト
　 　サ 　　コ
が異なることがよくあ ります。たとえば甲府ではキシャ(汽 車),フ ク(吹
つ
く),キ テ(来て)と 無声化せず頭高型に発音しますが,東 京では無声化す
　　　　マ 　つ つ
るために,ア クセン トの山が一拍ずつ後ろにずれてキシャ,フ ク,キ テ と
尾高型に発音するようにな ります。
なお,ア クセン ト,ガ行鼻音,母音の無声化の法則についてもっとくわし
くおしらべにな りたい方は,「 明解 日本語アクセン ト辞典」(三省堂)の解説
および習得法則をごらん頂きたいと思います。そのほか,田 代晃二 「標準
語のアクセン ト教本」,「アクセン ト独習三十 日」(創元社)や β本放送協会
編 「テレビラジオ新アナウンス読本」で練習なさるのもよろしいでしょう。
なお,発 音練習用のテープはただ今作成中です。
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